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1　平田篤胤『毉宗仲景考』について

は
じ
め
に

平
田
篤
胤
（
安
永
五
年
・
一
七
七
六
～
天
保
十
四
年
・
一
八
四
三
）
に
は
『
志

都
能
石
屋
講
本
』（『
医
道
大
意
』
文
化
八
年
・
一
八
一
一
成
）『
毉
宗
仲
景
考
』

（
文
政
一
〇
年
・
一
八
二
七
）『
金
匱
玉
函
経
解
』（
文
久
元
年
・
一
八
六
一
、
久

保
季す

え
し
げ玆

校
正
例
言
）
の
三
種
の
医
書
の
翻
字
さ
れ
た
も
の
が
『
新
修
平
田
篤
胤
全

集
』（
以
下
に
は
『
新
修
全
集
』
と
略
記
）
第
十
四
巻
に
收
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

彼
の
医
學
著
述
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

医
者
と
し
て
の
篤
胤
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
詳
細
な
経
歷
は
詳
ら
か
に
し
得

な
い
が
、今
、主
と
し
て
養
子
鐵か

ね

（
銕
）
胤た

ね

に
よ
る
「
大
壑
君
御
一
代
畧
記
」（『
玉

た
す
き
』
附
）
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
お
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篤
胤
は
、
出
羽
国
久
保
田
城
下
の
佐
竹
藩
士
大
和
田
厳
兵
衛
祚
胤
の
四
男
、
幼

名
正
吉
。

天
明
三
年
（
八
歳
）、
儒
家
中
山
青
莪
に
つ
い
て
漢
学
を
学
び
始
め
る
の
と
同

時
に
鍼
医
桜
井
宗
休
の
養
子
と
な
る
（
十
一
歳
ま
で
）。
天
明
六
年
（
十
歳
）、
叔

父
大
和
田
柳
元
に
從
っ
て
医
術
を
学
び
名
を
玄
琢
と
称
す
る
。
寛
政
七
年
（
二
十

歳
）、
脱
藩
し
て
江
戸
へ
出
る
。
享
和
元
年
（
二
十
六
歳
）、
初
め
て
本
居
宣
長
の

著
書
を
読
ん
で
古
学
に
志
す
。
享
和
三
年
（
二
十
八
歳
）、太
宰
春
台
の
『
弁
道
書
』

に
反
論
し
て
『
呵
妄
書
』
を
著
わ
す
。
文
化
四
年
（
三
十
二
歳
）、
再
び
医
師
と

な
り
、
名
を
元
瑞
と
改
め
る
。
蘭
学
を
吉
田
長
淑
の
蘭
馨
堂
で
学
ぶ
。
文
化
六
年

ま
で
。
天
保
十
二
年
（
六
十
六
歳
）
正
月
元
日
、
幕
府
よ
り
一
切
の
著
述
差
し
止

め
、
国
許
へ
の
帰
還
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
年
十
二
月
、
病
気
の
藩
主
の
治
療
法
を

上
申
す
る
。
天
保
十
四
年
閏
九
月
、
逝
去
。（
文
化
六
年
ご
ろ
、
医
師
の
業
を
廃

止
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
、
二
男
の
又
五
郎
の
疳
病
を
治
療
し
て
い
る
）

最
初
の
著
述
『
志
都
能
石
屋
講
本
』
に
つ
い
て
は
、す
で
に
『
人
文
学
論
集
』（
大

阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）
第
三
〇
集
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
「
平
田
篤
胤
の
医

書
『
志
都
能
石
屋
講
本
』
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
小
論
で
考
察
し
て
い
る
。

平
田
篤
胤
『
毉
宗
仲
景
考
』
に
つ
い
て

坂
　
出
　
祥
　
伸
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本
稿
は
第
二
の
著
述
『
毉
宗
仲
景
考
』
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
が
、と
こ
ろ
が
、谷
省
吾
『
平
田
篤
胤
の
著
述
目
録
』
二
十
二
頁
に
よ
る
と
、『
毉

宗
仲
景
考
』
に
は
二
種
類
の
刊
本
が
あ
り
、一
つ
は
「『
伊
吹
能
舎
先
生
著
撰
書
目
』

を
附
錄
し
た
も
の
で
、
文
政
十
年
二
月
十
五
日
の
松
浦
道
輔
及
び
同
年
九
月
の
伴

信
友
の
序
を
載
せ
て
ゐ
る
」
と
い
い
、
も
う
一
つ
は
、「
同
年
十
一
月
朔
日
の
生

田
国
秀
の
序
文
の
み
を
有
し
、
末
尾
に
『
伊
吹
廼
屋
先
生
及
門
人
著
述
刻
成
之
書

目
』
と
い
ふ
書
名
の
み
の
出
版
目
錄
一
丁
を
合
綴
し
て
ゐ
る
も
の
」
と
い
う
。
（
（
（

し
か
し
、『
毉
宗
仲
景
考
』
の
本
文
に
は
関
係
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
か
ら
、今
は
、

『
新
修
全
集
』
第
十
四
巻
所
收
本
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
つ
め
の
著
述
、『
金
匱
玉
函
経
解
』
は
、
久
保
季
玆
の
「
校
正
例
言
」
に
あ

る
よ
う
に
、
題
名
の
別
名
と
し
て
『
傷
寒
雜
病
論
約
說
』『
仲
景
方
論
纂
要
』『
傷

寒
論
解
』
の
三
種
も
あ
る
が
、
門
人
等
慎
記
の
「
著
撰
書
目
」
に
従
っ
て
「
金
匱

玉
函
経
解
」
と
し
た
と
あ
る
こ
と
で
も
分
る
よ
う
に
『
傷
寒
論
』
の
解
說
書
で
あ

っ
て
、
宋
代
に
林
億
等
の
校
刊
し
た
『
金
匱
玉
函
経
』
や
『
金
匱
要
略
』
と
は
直

接
的
な
関
係
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
人
等
慎
記
の
「
伊
吹
能
舎
先
生
著
撰
書
目
」
に
よ
れ
ば
、「
右
傷
寒
金
匱
の

正
文
を
撰
定
し
、
次
第
を
正
し
て
、
本
文
と
成
し
、
病
門
を
分
ち
、
後
、
其
の
発

揮
せ
る
説
、
ま
た
二
書
の
有
ら
ゆ
る
註
を
折
衷
し
て
、
分
註
と
な
し
、
二
書
に
足

ら
ざ
る
方
論
の
、
千
金
外
台
を
始
め
、
他
の
古
書
に
散
見
せ
る
を
拾
ひ
て
附
記
し
、

治
療
の
活
用
を
示
さ
れ
た
る
書
な
り
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。「
右
傷
寒
金
匱
の

正
文
を
撰
定
し
」
と
あ
る
の
は
、
同
書
目
の
本
書
の
前
に
、『
金
匱
玉
函
経
考
文
』

二
巻
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
傷
寒
論
と
金
匱
要
略
方
と
は
、
も

と
二
書
に
し
て
、
漢
土
医
方
書
の
祖
な
る
こ
と
、
世
人
の
普
ね
く
知
れ
る
が
如
し
。

然
れ
ど
も
、
後
人
の
攙
入
説
多
く
、
未
し
き
徒
、
そ
の
攙
入
文
に
眩
惑
し
て
、
そ

の
真
旨
を
得
ざ
る
事
を
嘆
き
、
和
漢
古
今
の
諸
説
を
も
、
用
ふ
べ
き
は
用
ひ
、
傷

寒
金
匱
を
併
せ
て
、
な
ほ
章
を
追
ひ
、
精
し
く
論
じ
徴
し
て
、
古
名
に
復か

へ

さ
れ
し

物
な
り
」
と
あ
る
解
説
を
受
け
て
い
る
。　
　

『
金
匱
玉
函
経
解
』
三
巻
に
は
、
篤
胤
の
按
語
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
古
方
派

の
医
者
で
あ
る
山
田
正
珍
（
字
・
宗
俊
、
号
・
図
南
）、
吉
益
南
涯
（
東
洞
の
子
）、

中
西
惟
忠
（『
傷
寒
論
弁
正
』
な
ど
）
あ
る
い
は
、
多
紀
元
簡
（
桂
山
）、
和
田
東

郭（『
医
説
』『
傷
寒
論
正
文
解
』）、名
古
屋
玄
医
、目
黒
道
琢（
江
戸
医
学
館
教
授
）、

齋い
つ
き宮

必
簡
（
静
齋
）
な
ど
の
説
が
論
証
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
意
義
は
改

め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
と
り
あ
え
ず
、
医
學
館
を
中
心
と
す
る
医

学
考
証
派
か
ら
の
濃
厚
な
影
響
が
読
み
と
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め

て
お
く
。

こ
の
『
毉
宗
仲
景
考
』
が
成
る
二
年
前
に
『
葛
仙
翁
伝
』
が
書
か
れ
て
い
る
の

を
始
め
、
そ
の
前
後
に
は
『
五
嶽
真
形
図
』『
黄
帝
伝
記
』『
大
扶
桑
国
考
』『
赤

県
太
古
伝
』『
三
五
本
国
考
』『
天
柱
五
岳
余
論
』『
三
神
山
余
考
』
な
ど
道
教
に

関
わ
る
著
作
が
多
い
。こ
れ
ら
に
は
葛
洪
を
始
め
同
時
期
の
道
士
の
名
、『
抱
朴
子
』

か
ら
の
引
用
が
頻
繁
に
出
て
く
る
の
で
、
本
書
は
彼
の
道
教
へ
の
強
い
関
心
と
無
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関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
書
名
の
「
毉
宗
」
と
は
、
毉
者
の
大
宗
（
お
お
も
と
）
の
意
で
あ

ろ
う
が
、
こ
の
熟
語
は
現
今
最
も
多
く
の
語
彙
を
集
め
て
い
る
一
九
九
四
年
出
版

の
『
漢
語
大
詞
典 

』
に
は
出
て
こ
な
い
し
、
清
朝
・
康
煕
帝
勅
撰
の
字
典
『
佩

文
韻
府
』
に
も
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
平
田
篤
胤
の
造
語
で
あ
ろ
う
か
。　
　

一
、『
毉
宗
仲
景
考
』
著
述
の
動
機
と
そ
の
内
容

養
子
鐵
（
銕
）
胤
に
よ
る
「
大
壑
君
御
一
代
畧
記
」（『
玉
た
す
き
』
附
）
の
文

政
一
〇
年
条
に
「
毉
宗
仲
景
考
刻
成
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
刻
成
」
と
は
、
版

本
が
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
著
述
し
終
わ
っ
た
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、篤
胤
自
身
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
毉
宗
仲
景
考
』
は
実
は
、

『
志
都
能
石
屋
』の
中
で
論
ず
べ
き
で
あ
っ
た
張
仲
景
に
つ
い
て
の
議
論
を「
別
本
」

に
仕
立
て
た
も
の
、
つ
ま
り
、『
志
都
能
石
屋
』
と
は
独
立
の
書
物
と
さ
せ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
『
毉
宗
仲
景
考
』
著
述
の
意
図
を
考
え
る
上
で
特
に

注
意
を
要
す
る
。

　

文
政
八
年
八
月
十
日
、
玉
中
春
緒
宛
の
書
翰
の
中
に
、

�

志
都
能
石
屋
の
事
御
望
の
由
、
御
尤
も
な
が
ら
、
段
々
考
証
多
く
相
成
候
て
真

柱
の
末
な
る
目
録
と
は
、
大
に
相
違
の
大
部
に
相
成
候
、
真
柱
ほ
ど
の
紙
数
に

て
、
十
巻
余
り
は
慥
に
有
之
候
、（
中
略
）
右
の
内
張
仲
景
の
考
、
当
方
門
人

共
進
メ
に
よ
り
て
、
別
本
に
仕
立
候
を
掛
御
目
候
（
お
目
に
か
け
候
）、

と
あ
る
。「
真
柱
」
と
は
、『
霊
能
真
柱
』
を
指
す
。
（
（
（　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
記
述
を
補
う
も
の
と
し
て
、「
大
壑
君
御
一
代
畧
記
」
文
政
一
〇
年
条
に

も
、「
志
都
能
石
屋
。
巻
数
多
キ
ニ
依
テ
、体
載
ヲ
改
メ
分
テ
、数
部
と
為
玉
ヘ
リ
。」

と
あ
り
、
篤
胤
に
と
っ
て
医
道
は
玄
学
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
前
記

の
谷
省
吾
『
平
田
篤
胤
の
著
述
目
録
』
一
八
頁
に
「
巻
数
の
増
加
し
た
こ
と
が
、

医
道
を
玄
学
の
重
要
な
一
環
と
し
て
深
く
掘
り
下
げ
よ
う
と
し
た
か
で
あ
る
こ
と

が
、
は
っ
き
り
と
解
題
の
文
章
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
著
述
の
動
機
に
つ
い
て
、
篤
胤
自
身
の
言
説
が
あ
る
。『
毉
宗
仲
景
考
』

の
冒
頭
で
、

�

傷
寒
雑
病
論
、
金
匱
要
略
方
論
の
二
書
は
、
其
の
原
本
一
ツ
に
し
て
、
今
在あ

る

傷
寒
論
は
、
傷
寒
雑
病
論
の
雑
病
篇
を
佚
せ
る
も
の
、
金
匱
要
略
方
論
は
そ
の

傷
寒
篇
を
佚
せ
る
物
な
る
が
、
古
今
億
兆
の
医
人
、
そ
の
方
法
に
従
事
し
て
、

医
薬
の
祖
典
と
尊
奉
す
る
に
、
そ
の
撰
者
を
張
機
、
字
は
仲
景
と
伝
へ
来
つ
れ

ど
、
史
籍
に
そ
の
伝
な
き
事
を
誰
も
甚い

た

く
遺
憾
に
思
へ
る
に
、
此
の
頃
そ
の
人

を
考
へ
得
た
り
。（『
新
修
全
集
』
第
十
四
巻
五
一
六
頁
上
）
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と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
伝
来
し
て
い
る
『
傷
寒
雑
病
論
』
と
『
金
匱
要
略

方
論
』
と
は
、
本
来
一
書
で
あ
っ
た
が
、
前
者
は
そ
の
な
か
の
「
雑
病
篇
」
の
部

分
が
脱
落
し
て
失
わ
れ
、
後
者
は
傷
寒
篇
が
脱
落
し
て
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

見
な
し
、
そ
の
撰
者
と
し
て
古
く
か
ら
張
機
、
字
を
仲
景
と
い
う
人
物
と
さ
れ
て

い
る
が
、
実
は
史
書
に
張
機
、
張
仲
景
の
伝
が
な
い
の
を
古
来
か
ら
疑
問
に
さ
れ

て
い
た
が
、
自
分
は
、
こ
の
撰
者
に
つ
い
て
探
し
当
て
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

当
時
の
古
方
派
の
医
者
の
間
で
の
傷
寒
論
尊
崇
の
風
潮
が
、
篤
胤
の
考
察
の
背

景
に
あ
り
、
彼
自
身
も
張
機
を
特
別
視
し
て
い
た
こ
と
は
、『
志
都
能
石
屋
講
本
』

の
次
の
言
説
を
見
れ
ば
十
分
納
得
で
き
る
。

�

医
者
た
る
者
の
第
一
と
学
ぶ
べ
く
法
則
に
も
致
す
べ
き
傷
寒
論
と
申
す
医
書
が

あ
る
、
是
れ
は
実
に
医
方
書
の
祖お

や

た
る
、
第
一
の
め
で
た
き
物
で
、
こ
れ
を
著か

か

れ
た
る
が
、
後
漢
の
世
の
張
機
字
は
仲
景
と
云
賢
き
人
で
、
是
は
戎か

ら
び
と人

な
が
ら

も
、
篤
胤
が
常
に
そ
の
御
霊
の
ふ
ゆ
を
蒙
っ
て
居
る
に
拠
っ
て
、
御
国
の
神
に

次
で
は
、
額ぬ

か

づ
き
拝
み
居
り
ま
す
る
。（『
志
都
能
石
屋
講
本
』
四
七
一
頁
下
）

と
傷
寒
論
と
著
者
で
あ
る
さ
れ
て
い
る
張
仲
景
を
極
端
に
讚
美
尊
崇
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
篤
胤
は
系
譜
的
に
は
吉
益
東
洞
、
山
脇
東
洋
ら
の
古
方
派
に
つ

ら
な
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
『
毉
宗
仲
景
考
』
は
実
は
傷
寒
論
の
実
際
の
撰
者
は
誰
で
あ
る
の
か
の
一

種
の
謎
解
き
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
門
人
等
慎
記
「
伊
吹
能
舎
先
生

著
撰
書
目
」
に
よ
れ
ば
、　　
　
　
　
　
　

�

毉
宗
仲
景
考
一
巻
刻
成　

此
ノ
書
は
、
古
今
の
毉
人
、
傷
寒
雑
病
論
、
金
匱
要

略
方
論
を
医
薬
の
祖
典
と
尊
奉
す
る
に
、
其
の
撰
者
を
張
機
、
字
は
仲
景
と
伝

へ
来
つ
れ
ど
、
史
籍
に
其
ノ
伝
な
き
こ
と
を
遺
憾
に
思
へ
る
に
、
此
は
葛
玄
、

字
ハ
孝
先
と
云
ひ
し
真
人
の
寓
名
な
る
由
を
、
諸
書
に
徴
し
て
、
委
曲
に
考
へ

記
さ
れ
し
物
な
り
。　

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
門
人
菅
原
道
満
・
河
内
盛
征
等
謹
記
「
大
壑
平
先
生
著
撰

書
目
」
も
同
じ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
後
漢
時
代
の
名
医
と
さ
れ
る
張
機
、字
は
仲
景
が
、史
籍
（『
後
漢
書
』

な
ど
を
指
す
）
に
そ
の
伝
記
が
な
い
の
を
遺
憾
に
思
っ
て
い
た
が
、
実
は
葛
洪
の

従
祖
葛
玄
、
字
は
孝
先
で
あ
り
、
こ
の
真
人
の
寓
名
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
に
至

っ
た
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
今
日
の
研
究
で
は
、
実
在
し
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
張
仲
景
と
、

ま
た
、
江
戸
時
代
の
古
方
派
に
尊
重
さ
れ
た
『
傷
寒
論
』
に
つ
い
て
、
辞
書
的
な

一
般
通
行
の
説
明
を
与
え
て
お
き
た
い
。

張
仲
景
は
生
歿
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
漢
末
（
三
世
紀
初
）
の
人
で
、
名
は

機
、
字
が
仲
景
で
、
長
沙
の
太
守
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
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存
の
史
書
に
そ
の
伝
記
は
見
当
た
ら
な
い
。『
傷
寒
論
』
と
『
金
匱
要
略
』
の
著

者
と
さ
れ
て
い
る
。　

『
傷
寒
論
』
は
正
し
く
は
、『
傷
寒
卒
病
論
』
と
い
い
、
臨
床
的
な
治
療
方
を
説

い
て
い
て
、『
黄
帝
内
経
素
問
』
と
か
『
霊
枢
経
』
の
よ
う
な
理
論
書
と
は
異
な
る
。

傷
寒
と
い
う
の
は
、
狭
義
で
は
頭
痛
、
悪
寒
、
身
疼
な
ど
の
症
状
で
、
風
邪
に
よ

る
こ
と
が
多
い
。
広
義
で
は
、
外
感
熱
病
す
な
わ
ち
高
熱
、
心
煩
、
面
紅
、
脈み

ゃ
く
さ
く数

の
よ
う
な
症
状
を
指
す
。
一
言
で
簡
単
に
い
う
と
急
性
熱
性
疾
患
で
あ
る
。
後
漢

末
の
張
仲
景
の
撰
で
、
晋
初
に
王
叔
和
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

確
証
は
な
い
。
傷
寒
の
経
過
を
太
陽
、
少
陽
、
陽
明
、
太
陰
、
少
陰
、
厥
陰
の
六

期
に
分
け
て
、
各
時
期
の
種
々
の
病
状
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
薬
物
療
法
を
論
じ
て

い
る
。
湯
液
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

篤
胤
は
本
書
『
毉
宗
仲
景
考
』
で
張
仲
景
と
は
、
葛
洪
の
従い

と
こ
お
じ

祖
父
・
葛
玄
、
字
・

孝
先
、
號
は
葛
仙
翁
と
推
定
し
て
い
る
（
父
の
兄
弟
は
従
父
、
さ
ら
に
そ
の
父
が

従
祖
父
）。
葛
玄
の
弟
の
子
が
葛
奚
で
、
葛
洪
の
祖
父
に
な
る
。
そ
の
子
が
葛
悌
、

す
な
わ
ち
葛
洪
の
父
で
あ
る
。

葛
玄
に
つ
い
て
、『
晋
書
』
巻
七
十
二
葛
洪
伝
に
は
、

�

従
祖
玄
、
呉
時
学
道
得
仙
、
号
曰
葛
仙
公
、
以
其
錬
丹
秘
術
授
弟
子
鄭
隠
。
洪

就
隠
学
、
悉
得
其
法
焉
。
後
師
事
南
海
太
守
上
党
鮑
玄
。
玄
亦
内
学
、
逆
占
将

来
、
見
洪
深
重
之
、
以
女
妻
洪
。
洪
伝
玄
業
、
兼
綜
練
医
術
。

�

従
祖
玄
、
呉
の
時
道
を
学
ん
で
仙
を
得
、
号
し
て
葛
仙
公
と
曰
い
、
其
の
錬
丹

の
秘
術
を
以
て
弟
子
の
鄭
隠
に
授
く
。
洪
隠
に
就
き
て
学
び
、
悉
く
其
の
法
を

得
る
。
後
南
海
太
守
上
党
の
鮑
玄
に
師
事
す
。
玄
も
亦
た
内
学
あ
り
、
逆

あ
ら
か
じめ

将

来
を
占
い
、
洪
を
見
て
深
く
之
を
重
ん
じ
、
女
を
以
て
洪
に
妻
わ
す
。
洪
、
玄

の
業
を
伝
え
、
兼
ね
て
医
術
を
綜
練
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
抱
朴
子
』
内
篇
・
金
丹
篇
に
は
、
左
元
放
に
つ
い
て
、　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

昔
左
元
放
於
天
柱
山
中
精
思
、
而
神
人
授
之
金
丹
仙
経
。
会
漢
末
乱
、
不
遑
合

作
、
而
避
地
来
渡
江
東
、
志
欲
投
名
山
以
修
斯
道
。
余
従
祖
仙
公
、
又
従
元
放

受
之
。
凡
受
太
清
丹
経
三
巻
及
九
鼎
丹
経
一
巻
金
液
丹
経
一
巻
。
余
師
鄭
君
者
、

則
余
従
祖
仙
公
之
弟
子
也
、

�

昔
左
元
放
天
柱
山
中
に
於
て
精
思
し
て
、
神
人
之
に
金
丹
の
仙
経
を
授
く
。
漢

末
の
乱
に
会
い
、
合
作
す
る
に
遑
あ
ら
ず
、
而
し
て
地
を
避
け
て
来
り
て
江
東

に
渡
り
、
志
し
て
名
山
に
投
じ
て
以
て
斯
の
道
を
修
せ
ん
と
欲
す
。
余
が
従
祖

仙
公
も
、
又
た
元
放
に
従
い
て
之
を
受
く
。
凡
そ
太
清
丹
経
三
巻
及
び
九
鼎
丹

経
一
巻
金
液
丹
経
一
巻
を
受
く
。
余
が
師
鄭
君
は
、
則
ち
余
が
従
祖
仙
公
の
弟

子
な
り
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
葛
洪
の
『
神
仙
伝
』
に
は
、「
左
慈
、
字
元
放
、
廬
江
の
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人
な
り
、
五
経
に
明
か
る
く
、
兼
ね
て
星
気
に
通
ず
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
後
漢
書
』

方
術
伝
に
よ
る
と
、「
少わ

か

く
し
て
神
道
有
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
葛
玄
に
つ
い
て
の
生
歿
年
は
、
篤
胤
に
よ
る
と
、「
呉
の
大
帝
の

赤
烏
七
年
（
二
四
四
）
八
月
に
、
八
十
一
歳
に
て
仙
去
」
し
た
と
し
、
こ
の
年
か

ら
逆
算
す
る
と
、（
後
）
漢
・
桓
帝
延
憙
七
年
（
一
六
四
）
の
生
れ
」（『
毉
宗
仲

景
考
』
五
三
二
頁
上
）
の
人
だ
と
す
る
。
篤
胤
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
薛
大
訓

纂
輯
『
古
今
列
仙
通
紀
』
巻
十
七
「
葛
仙
翁
」
の
記
述
で
あ
ろ
う
。『
毉
宗
仲
景
考
』

に
は
、
略
称
と
し
て
の
『
通
紀
』
と
い
う
文
字
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

な
お
、
前
引
の
「
著
撰
書
目
」
に
い
う
「
真
人
」
と
は
、『
素
問
』
上
古
天
真

論
篇
あ
る
い
は
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
い
う
養
性
者
と
し
て
の
「
真
人
」
で
は
な

く
、
ま
た
、『
晋
書
』
葛
洪
伝
に
い
う
道
を
学
ん
で
仙
を
得
た
と
い
う
場
合
の
「
真

人
」
で
あ
る
よ
り
は
、端
的
に
は
『
古
今
列
仙
通
紀
』
巻
十
七
葛
仙
翁
に
よ
る
と
、

葛
玄
が
南
宋
・
徽
宗
の
崇
寧
三
年
に
、「
沖
応
真
人
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
の
「
真
人
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
こ
れ
ま
で
の
本
書
『
毉
宗
仲
景
考
』
へ
の
論
評

本
書
に
つ
い
て
の
論
評
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
龍
野
一
雄
（
一
九
〇
五
～

一
九
七
六
）「
傷
寒
雑
病
論
の
成
立
―
（
大
陸
医
學
序
説
の
内
）」（
一
）（
二
）、

服
部
敏
良
（
一
九
〇
六
～
一
九
九
二
）『
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
』
第
四
節
「
平

田
篤
胤
の
医
学
」、
丸
山
敏
秋
（
一
九
五
三
～
）「
平
田
篤
胤
と
医
学
―
医
道
観
と

張
仲
景
『
傷
寒
雑
病
論
』
の
認
識
―
」
が
あ
る
。
以
下
に
は
、
こ
れ
ら
三
論
文
の

梗
概
を
示
し
て
お
く
。
（
（
（　

龍
野
論
文
：
先
ず
、
葛
孝
先
説
の
論
旨
を
要
約
し
、（
一
）
金
匱
藥
方
百
巻
と

玉
函
方
は
同
一
と
し
て
金
匱
玉
函
方
と
も
称
し
た
。（
二
）「
肘
後
備
急
方
序
」
に

仲
景
の
金
匱
と
あ
る
が
、
葛
洪
の
金
匱
藥
方
は
こ
の
書
名
を
借
り
た
も
の
。
王

叔
和
は
葛
洪
の
金
匱
玉
函
方
を
刪
繁
し
て
金
匱
玉
函
要
略
方
を
著
わ
し
た
。（
三
）

従
祖
父
・
葛
玄
（
孝
先
）
→
祖
父
・
葛
奚
→
父
・
葛
悌
→
葛
洪
に
至
る
血
縁
関
係

を
図
示
し
て
い
る
。（
四
）
葛
孝
先
の
存
命
中
に
大
疫
が
流
行
し
、
そ
れ
を
建
安

紀
年
よ
り
い
ま
だ
十
稔
経
た
な
い
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
神
仙
家
は
し

ば
し
ば
変
名
す
る
か
ら
葛
孝
先
も
張
仲
景
と
変
名
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
。

さ
ら
に
葛
孝
先
は
「
戴
覇
と
も
仲
景
と
も
張
機
字
は
仲
景
と
も
数
名
を
称
し
、
漢

長
沙
守
と
さ
へ
寓
言
」
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
た
論
旨
に
対
し
て
、（
イ
）

か
ら
（
ニ
）
ま
で
四
点
の
反
論
を
挙
げ
て
い
る
。（
イ
）
葛
孝
先
が
張
仲
景
と
同

一
人
だ
と
い
う
確
た
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
神
仙
家
は
変
名
を
使
う
か

ら
孝
先
も
張
仲
景
と
変
名
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。

（
ロ
）
孝
先
は
丹
陽
句
容
の
人
だ
が
仲
景
は
南
陽
の
人
で
あ
る
（
現
行
傷
寒
論
序

文
末
に
南
陽
張
機
と
あ
る
。
南
陽
は
川
蜀
の
地
で
あ
る
）（
ハ
）
仲
景
の
金
匱
が

葛
洪
の
金
匱
藥
方
あ
る
い
は
金
匱
玉
函
方
の
名
称
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
名
称
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、「
内
容
的
に
近
い
も
の
と
い
う
証
明
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が
さ
れ
て
い
な
い
」。
ま
た
、
王
叔
和
は
葛
洪
の
金
匱
藥
方
あ
る
い
は
玉
函
方
百

巻
を
刪
繁
し
て
金
匱
玉
函
要
略
方
と
し
た
と
い
う
が
僅
か
三
巻
に
要
略
で
き
る
は

ず
が
な
い
し
、王
叔
和
が
要
略
し
た
と
い
う
推
測
も
疑
問
で
あ
る
。（
ニ
）『
晋
書
』

葛
洪
伝
、『
抱
朴
子
』
外
篇
自
叙
に
よ
っ
て
調
べ
て
み
て
も
仲
景
ま
た
は
仲
景
を

思
わ
せ
る
記
事
は
な
い
し
、『
抱
朴
子
』
内
篇
・
至
理
篇
に
は
「
仲
景
穿
胸
以
納

赤
餅
、
此
医
家
之
薄
技
、
猶
能
若
是
、
豈
況
神
仙
之
道
、
何
所
不
為
」（
仲
景
胸

を
穿
ち
て
以
て
赤
餅
を
納
る
、
此
れ
医
家
の
薄
技
、
猶
ほ
能
く
是
の
若
し
、
豈
に

況
ん
や
神
仙
の
道
、
何
の
所
か
為
さ
ざ
ら
ん
）
と
あ
っ
て
、
医
家
を
軽
ん
じ
神
仙

家
を
称
揚
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
貴
重
な
金
匱
書
を
継
承
し
た
に
し
て
は
矛
盾
し

て
い
る
。
葛
洪
が
師
伝
を
軽な

い
が
し
ろ蔑

に
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。「
至
理
篇
」
に

は
理
中
湯
、
建
中
湯
と
い
う
『
傷
寒
論
』
に
見
え
る
の
と
同
じ
湯
薬
が
出
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
葛
洪
の
時
代
に
は
す
で
に
仲
景
の
方
書
も
流
布
し
て
い
る
」「
理

中
、
建
中
が
仲
景
が
初
め
て
つ
け
た
名
称
な
の
か
ど
う
か
証
明
で
き
な
い
」
の
で

あ
る
か
ら
、
葛
洪
と
仲
景
と
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

以
上
の
理
由
で
仲
景
・
孝
先
同
一
人
説
を
否
定
し
て
い
る
。

続
く
「
傷
寒
雑
病
論
の
成
立
」（
二
）
は
、「
張
仲
景
考
」
と
題
し
て
、
仲
景
の

伝
記
、
治
療
、
著
述
、
医
説
を
論
じ
て
い
る
。
伝
記
で
は
、
そ
の
第
一
の
資
料
と

し
て
、「
傷
寒
論
序
」
に
、

�

張
仲
景
、漢
書
無
伝
。
見
名
医
録
云
、南
陽
人
、名
機
、仲
景
乃
其
字
也
、挙
孝
廉
、

官
至
長
沙
太
守
、始
受
術
於
同
郡
張
伯
祖
。
時
人
言
、識
用
精
微
、過
其
師
、（
張

仲
景
、
漢
書
に
伝
無
し
。
名
医
録
を
見
る
に
云
う
、
南
陽
の
人
、
名
は
機
、
仲

景
は
乃
ち
其
の
字
な
り
、
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
官
長
沙
太
守
に
至
り
、
始
め
て

術
を
同
郡
の
張
伯
祖
に
受
く
。時
人
言
う
、識
用
精
微
、其
の
師
を
過
ぐ
と
）（
４
）

と
あ
る
の
を
引
用
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
機
と
い
う
人
物
と
仲
景
と
い
う
人
物
が
存
し
た
こ
と
、
お
そ

ら
く
同
一
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
次
い
で
、
生
年
、
歿
年
と
も
に
不
詳
で
あ

る
が
、
活
躍
し
た
時
代
に
つ
い
て
、
後
漢
の
建
安
頃
（「
傷
寒
卒
病
論
集
」
序
に

「
建
安
紀
年
以
来
、
猶
未
十
稔
」
と
あ
る
）、
後
漢
の
献
帝
の
時
代
で
二
十
五
年
続

い
た
（
一
九
六
〜
二
二
〇
）、
皇
甫
謐
の
「
鍼
灸
甲
乙
経
序
」
に
あ
る
張
仲
景
が

二
十
余
歳
の
王
仲
宣
を
見
て
、
四
十
で
眉
が
落
ち
、
そ
の
半
年
後
に
死
ぬ
が
、
五

石
湯
を
服
す
れ
ば
免
れ
る
と
言
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
検
討
し
て
、
張
仲
景

は
建
安
二
年
に
仲
宣
を
診
療
し
た
、
使
っ
た
処
方
は
五
石
湯
で
あ
る
、
診
察
の
方

法
が
予
言
的
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
導
い
て
い
る
。
治
療
に
つ
い
て
は
、
後
世

の
明
代
の
『
本
草
綱
目
』
に
見
え
る
張
仲
景
と
さ
れ
る
治
験
例
を
掲
げ
て
い
る
。

著
述
に
つ
い
て
は
、『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
の
ほ
か
に
『
張
仲
景
方
』
十
五
巻

を
挙
げ
て
、
そ
の
佚
文
を
『
太
平
御
覧
』『
医
心
方
』
に
引
か
れ
る
「
張
仲
景
方
」

を
列
挙
し
て
い
る
。
最
後
に
、
仲
景
の
医
説
と
題
し
て
、
仲
景
は
湯
液
家
に
属
す

る
の
で
、鍼
灸
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
、ま
た
、気
血
に
三
等
が
あ
り
、
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こ
れ
に
応
じ
て
治
方
も
三
等
に
分
つ
べ
し
と
の
論
が
あ
る
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

服
部
論
文
：「
平
田
篤
胤
の
医
学
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
分
る
よ
う
に
、

医
師
と
し
て
の
篤
胤
の
活
動
が
主
要
な
内
容
で
あ
り
、
江
戸
在
住
期
と
秋
田
で
の

医
療
の
事
蹟
を
書
翰
な
ど
を
通
じ
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
な
か
で
も
興
味
深

い
の
は
、
病
気
で
あ
っ
た
藩
主
の
治
療
を
御
側
医
師
か
ら
依
頼
さ
れ
、
そ
の
治
療

方
の
医
案
を
上
申
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
、「
中
世
以
来
は
医
道
の
古

道
相
廃
レ
、
右
様
の
病
証
ニ
、
祝
由
禁
厭
の
術
相
兼
候
事
無
之
候
へ
共
、
若
シ
夫

等
の
儀
御
用
に
も
候
は
ゞ
、
粗
相
弁
へ
居
候
儀
も
御
座
候
間
、
如
何
に
も
被
仰
付

次
第
、
相
修
可
奉
指
上
存
候
」
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
篤
胤
が
実
際
に
藩
侯
の
病
気

平
癒
の
祈
禱
を
行
っ
た
点
に
も
着
目
し
て
い
る
。
第
四
項
で
医
書
を
取
り
上
げ
、

『
志
都
能
石
屋
』
を
主
に
取
り
上
げ
て
、「
本
書
は
篤
胤
の
医
学
を
代
表
す
る
医
書
」

で
あ
り
、
そ
の
提
唱
す
る
「
皇
朝
医
学
」
は
「
広
い
世
界
観
と
深
く
広
い
見
識
を

持
ち
、
外
国
医
学
と
い
え
ど
も
、
必
ず
し
も
、
こ
れ
を
排
撃
す
る
こ
と
な
く
、
そ

の
長
を
と
り
、
わ
が
国
医
学
の
短
を
補
い
、
医
療
の
完
璧
に
力
を
つ
く
す
こ
と
を

医
師
の
本
分
と
し
て
強
調
し
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。『
毉
宗
仲
景
考
』
に
つ

い
て
は
、「
内
容
は
『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
方
論
』
を
検
討
し
、現
存
の
『
傷
寒
論
』

は
『
傷
寒
雑
病
論
』
中
の
『
雑
病
篇
』
を
除
い
た
も
の
、『
金
匱
要
略
方
論
』
は

同
書
か
ら
『
傷
寒
論
』
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
は
張

機
、
字
を
仲
景
と
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
経
歴
・
略
伝
は
従
来
全
く
不
明
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
篤
胤
は『
晋
書
』列
伝
の
中
に
葛
洪（
稚
川
と
い
う
）の
伝
が
あ
り
、

そ
の
著
に『
金
匱
藥
方
』百
巻
、『
肘
後
要
急
方
』四
巻
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。・・・・

こ
の
稚
川
こ
そ
『
傷
寒
論
』
の
著
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。・
・
・
・
神
仙
道
の

も
の
は
、
そ
の
法
を
守
っ
て
、
実
名
を
顕
わ
さ
ず
、
寓
名
を
用
い
る
の
が
常
で
あ

り
、
稚
川
も
実
名
を
名
乗
ら
ず
張
機
あ
る
い
は
仲
景
と
称
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

『
傷
寒
論
』
の
著
者
は
仲
景
な
り
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
は
服
部
氏
の
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。
仲
景=

葛
洪
で
は
な
く
て
、

仲
景=

葛
玄
（
孝
先
）
で
あ
る
。『
金
匱
玉
函
経
解
』
に
つ
い
て
は
、
篇
名
を
掲

げ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
内
容
の
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。

丸
山
論
文
：
副
題
「
医
道
観
と
張
仲
景
『
傷
寒
雑
病
論
』
の
認
識
」
か
ら
推

測
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
学
者
と
し
て
の
篤
胤
の
医
道
観
は
、「
皇
国
太
古
の
医
道

を
本
と
す
る
汎
神
道
主
義
的
世
界
観
」
で
あ
る
と
み
な
し
、
仲
景
を
「
神
医
の
類

と
あ
つ
く
敬
っ
た
」。
さ
ら
に
篤
胤
は
、
張
仲
景
に
確
か
な
伝
記
的
記
録
が
な
い

こ
と
に
着
目
し
て
『
毉
宗
仲
景
考
』
を
著
わ
し
て
、
こ
の
謎
に
挑
ん
だ
。
そ
こ
で

結
論
的
に
は
仲
景=

葛
孝
先
と
い
う
新
奇
な
説
を
提
示
し
た
。
そ
の
立
論
は
主

と
し
て
三
つ
の
資
料
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
て
、『
晋
書
』
葛
洪
伝
の
従
祖
葛
玄

の
得
仙
、
葛
仙
公
の
号
な
ど
の
記
述
、『
抱
朴
子
』
内
篇
・
雑
応
篇
に
見
え
る
百

巻
の
玉
函
方
な
ど
の
記
述
、
さ
ら
に
、
や
は
り
葛
洪
の
著
述
『
肘
後
備
急
方
』
に

附
さ
れ
た
「
葛
洪
肘
後
備
急
方
序
」
に
も
同
様
に
百
巻
の
玉
函
方
の
記
述
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、「
戴
覇
と
仲
景
は
同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
、
葛
洪
『
金
匱
玉
函
方
』

の
原
本
は
、
こ
の
仲
景
（
戴
覇
）
の
著
わ
し
た
『
金
匱
』
に
他
な
ら
な
い
」
と
推
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論
し
た
の
だ
と
い
う
。
つ
い
で
篤
胤
は
、
仲
景=

葛
孝
先
の
説
を
、
葛
孝
先
は

し
ば
し
ば
変
名
を
名
の
る
神
仙
家
で
あ
る
か
ら
と
い
う
根
拠
で
主
張
す
る
。
丸
山

氏
の
論
評
で
興
味
深
い
の
は
、「
太
古
の
大
名マ

マ

牟
遅
・
少
彦
名
の
二
神
が
起
こ
し

た
呪
術
的
医
療
は
漢
土
に
伝
播
し
て
神
仙
家
の
方
術
と
一
体
に
な
り
、
漢
方
医
学

が
発
生
し
て
、『
傷
寒
論
』
の
如
き
卓
越
し
た
医
方
書
の
著
者
は
神
仙
術
を
よ
く

修
め
た
者
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
張
仲
景
な
る
人
物
を
歴

史
に
求
め
た
と
き
、葛
洪
及
び
そ
の
従
祖
で
あ
る
葛
孝
先
の
存
在
に
行
き
つ
い
た
」

と
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
丸
山
氏
は
、『
毉
宗
仲
景
考
』
の
「
考

証
ぶ
り
の
執
拗
さ
」
に
驚
か
さ
れ
る
と
い
い
、
本
書
末
尾
の
附
録
で
多
紀
元
簡
の

『
金
匱
要
略
輯
義
』
を
批
判
し
て
い
る
の
に
注
意
し
て
、「
国
学
者
流
の
考
証
で
鍛

え
あ
げ
た
篤
胤
の
面
目
躍
如
た
る
趣
き
が
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
後

で
述
べ
る
が
、
医
学
館
を
中
心
と
す
る
医
学
考
証
派
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
続

い
て
、『
金
匱
玉
函
経
解
』
の
内
容
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
人
の
論
評
を
承
け
て
、小
曾
戸
洋
は
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』
で
『
毉

宗
仲
景
考
』
を
取
り
上
げ
て
、「
こ
の
書
は
博
学
者
ら
し
く
広
く
資
料
を
援
用
し

て
は
い
る
が
、
張
仲
景
を
葛
孝
先
（
葛
洪
の
曽
祖
父
の
兄
と
い
う
）
と
同
一
人
物

と
し
、
葛
孝
先
は
戴
覇
と
も
仲
景
と
も
機
と
も
称
し
た
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い

る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
根
拠
を
欠
く
奇
説
・
妄
説
で
あ
り
、
信
用
す
る
に
足
り
な
い
」

と
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
（
（
（

以
上
の
四
人
の
論
評
の
中
で
、
丸
山
氏
の
他
は
医
学
部
あ
る
い
は
薬
学
部
出

身
の
医
史
学
者
で
あ
る
。
医
史
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
仲
景=

葛
玄
（
孝
先
）

の
誤
り
を
論
証
し
指
摘
す
れ
ば
事
足
れ
り
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
推
論
は
終
わ

っ
て
い
い
の
で
あ
り
、「
根
拠
を
欠
く
奇
説
・
妄
説
」
と
し
て
切
捨
て
て
差
し
支

え
な
い
の
で
あ
る
。

�　

し
か
し
な
が
ら
、
丸
山
氏
の
よ
う
に
、
倫
理
学
出
身
の
立
場
、
す
な
わ
ち
思
想

史
の
立
場
か
ら
『
志
都
能
石
屋
』『
毉
宗
仲
景
考
』
を
取
り
上
げ
る
な
ら
、「
太
古

の
大
名
牟
遅
・
少
彦
名
の
二
神
が
起
こ
し
た
呪
術
的
医
療
は
漢
土
に
伝
播
し
て
神

仙
家
の
方
術
と
一
体
に
な
り
、
漢
方
医
学
が
発
生
し
て
、『
傷
寒
論
』
の
如
き
卓

越
し
た
医
方
書
の
著
者
は
神
仙
術
を
よ
く
修
め
た
者
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
に
立
っ
て
張
仲
景
な
る
人
物
を
歴
史
に
求
め
た
と
き
、
葛
洪
及
び
そ
の
従

祖
で
あ
る
葛
孝
先
の
存
在
に
行
き
つ
い
た
」
と
述
べ
る
よ
う
な
理
解
に
は
共
感
を

覚
え
る
。三

、
隠
さ
れ
た
真
の
意
図
を
解
く

と
こ
ろ
で
、
篤
胤
の
張
仲
景=

葛
玄
（
葛
仙
翁
）
説
は
以
下
の
よ
う
な
論
点

に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
お
お
よ
そ
は
前
掲
の
龍
野
一
雄
氏
の
論
文
に
も
と

づ
く
）。

（
一
）	

『
晋
書
』
葛
洪
伝
に
見
え
る
「
金
匱
薬
方
一
百
巻
」
は
『
抱
朴
子
』
雑
応
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篇
お
よ
び
「
葛
仙
翁
肘
後
備
急
方
序
」
に
見
え
る
玉
函
方
（「
凡
為
百
巻

曰
玉
函
」）
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
名
を
合
し
て
金
匱
玉
函
方
と

も
称
し
た
。（『
毉
宗
仲
景
考
』
五
一
九
頁
上
下
、
五
四
一
頁
上
）

（
二
）	

「
葛
仙
翁
肘
後
備
急
方
序
」
に
「
仲
景
の
金
匱
」
と
あ
る
が
、『
晋
書
』
葛

洪
伝
の
「
金
匱
薬
方
一
百
巻
」
と
は
こ
の
仲
景
の
金
匱
と
い
う
書
名
を
借

り
て
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
葛
洪
の
金
匱
玉
函
方
を
後
世
の
晋

初
の
王
叔
和
が
繁
雑
な
部
分
を
削
除
し
て
金
匱
玉
函
要
略
と
名
づ
け
た

の
で
あ
る
。（『
毉
宗
仲
景
考
』
五
一
九
頁
上
下
）

（
三
）	

葛
玄
の
弟
子
に
鄭
隠
、
字
思
遠
と
い
う
神
仙
が
あ
り
、
葛
洪
は
こ
の
鄭
思

遠
に
事
え
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
葛
玄
の
弟
子
に
鮑
玄
が
い
る
。
葛
洪
は
こ

の
鮑
玄
に
つ
い
て
も
学
び
、
し
か
も
そ
の
女
を
娶
っ
て
い
る
（『
毉
宗
仲

景
考
』
五
三
三
頁
上
）。

（
四
）	

葛
玄
の
存
命
中
、
大
疫
が
流
行
し
た
が
、
そ
れ
が
建
安
年
間
の
こ
と
だ
と

す
る
。「（
抱
朴
子
）
内
篇
道
意
の
巻
に
、
呉
の
太
帝
が
時
の
こ
と
を
記

し
て
、
呉
曾
有
大
疫
、
死
者
過
半
と
も
有
り
。
孝
先
翁
は
、
太
帝
が
招

請
を
う
け
て
、
其
の
頃
か
し
こ
に
留
ま
り
て
在
り
し
か
ば
、
建
安
紀
年
よ

り
、
其
の
大
疫
の
年
ま
で
に
、
そ
の
宗
族
の
多
く
疫
に
て
死
た
り
け
む
を
、

未
十
稔
云
々
と
云
へ
り
と
聞
ゆ
、
是
を
も
て
下
文
に
、
感
往
昔
之
淪
葬

云
々
、
と
語こ

と
ばを

結
べ
る
な
り
、
甚い

と

よ
く
符あ

へ
る
に
非
ず
や
」（『
毉
宗
仲
景

考
』
五
二
九
頁
下
）
と
。
こ
れ
は
張
仲
景
の
『
傷
寒
論
』
序
文
に
「
余
宗

族
素
多
、
向
餘0

（
盈
）
二
百
。
建
安
紀
年
以
来
、
猶
未
十
稔
、
其
死
亡
者
、

三
分
有
二
、
傷
寒
十
居
其
七
、
云
々
」（
余
が
宗
族
は
素
と
多
く
、
二
百

に
な
ん
な
ん
と
す
。
建
安
紀
年
以
来
、
猶
ほ
未
だ
十
稔
に
な
ら
ざ
る
に
、

そ
の
死
亡
せ
る
者
、
三
分
に
二
を
有
し
、
傷
寒
は
十
の
其
の
七
に
居
る
、

云
々
）
と
の
傷
寒
論
著
述
の
動
機
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
応
さ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。（
原
文
「
餘
」
は
衍
字
と
も
考
え
ら
れ
る
が
本
稿
後
注

（
6
）
所
引
書
に
よ
れ
ば
、「
み
た
ん
と
す
」
と
訓
ず
る
）

（
五
）	

神
仙
家
は
し
ば
し
ば
変
名
す
る
か
ら
、
葛
玄
も
張
仲
景
と
変
名
し
た
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
『
神
仙
伝
』
に
よ
る
と
老
子
は
数
名
を
称
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、「
神
仙
の
道
に
、
実
名
を
秘
し
て
、
寓
名
を
称
す
る
法の

り

あ
る
事
を

弁
ふ
べ
し
」
と
い
う
。（『
毉
宗
仲
景
考
』
五
二
八
頁
上
）
神
仙
家
の
変
名

の
理
由
は
、「
陰
徳
を
行
ふ
神
仙
道
の
本
意
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

で
名
を
変
え
て
「
寓
名
」
を
用
い
た
か
ら
、
後
世
の
人
々
は
根
拠
の
な
い

伝
記
を
作
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。「
稚
川
翁
す
な
は
ち
其
の

法
を
守
り
て
、
其
の
実
名
を
顕あ

ら
はさ

ず
、
其
の
寓
名
を
用
ひ
て
、
戴
覇
と
も

仲
景
と
も
称い

へ
り
し
故
に
、
後
人
ら
據

よ
り
ど
こ
ろも

な
き
伝
を
作
り
、
建
安
紀
年

よ
り
、
今
吾
が
文
政
九
年
ま
で
、
千
六
百
ま
り
数
十
年
、
そ
の
実
名
陰
徳

の
顕あ

ら
はれ

ず
ぞ
有
り
け
る
」（『
毉
宗
仲
景
考
』
五
三
四
頁
下
）

�

な
お
、
右
の
よ
う
な
篤
胤
の
考
証
の
多
く
は
、
実
は
す
で
に
同
時
代
の
水
戸
の
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原
南
陽（
宝
暦
三
・
一
七
五
三
～
文
政
三
・
一
八
二
〇
）が
著
わ
し
た『
叢
桂
偶
記
』

巻
一
「
張
仲
景
」、江
戸
医
学
館
の
多
紀
元も

と
つ
ぐ

胤
ら
の
『
医
籍
考
』
巻
二
十
三
「
張

仲
景
傷
寒
卒
病
論
（
新
唐
志
十
巻
）」
に
つ
い
て
の
考
論
末
に
附
さ
れ
た
元
堅

に
よ
る
長
文
の
按
語
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
他
に
田
宮
仲
宣
の
随
筆

『
嗚お

こ
と
ぐ
さ

呼
矣
草
』（
文
化
三
年
刊
）
か
ら
も
資
料
を
得
て
い
る
。（
７
）

つ
ま
り
、『
傷
寒
論
』
の
撰
者
と
さ
れ
る
張
仲
景
に
つ
い
て
の
疑
問
が
篤
胤
に

始
ま
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
篤
胤
の
創
見
と
言
え
る
の
は
、
そ
れ
を
葛

玄
の
撰
と
し
た
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
五
点
の
ほ
か
に
、
私
は
篤
胤
に
と
り
、
よ
り
重
要
で
、
よ
り
切
実
な
論

点
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
神
医
道
」
の
実
現
を
論
じ
て
い
る
点
で
あ 

る
。
（
（
（篤

胤
は
「
志
都
能
石
屋
と
は
、
予
の
殊
に
神
医
道
の
淵
源
を
論

あ
げ
つ
らへ

る
書ふ

み

の
名

な
り
」（『
醫
宗
仲
景
考
』
五
二
五
頁
上
）
と
『
志
都
能
石
屋
』
著
述
の
意
図
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
が
、『
毉
宗
仲
景
考
』
が
前
述
の
よ
う
に
本
来
『
志
都
能
石
屋
』

と
一
体
の
著
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
神
医
道
の
淵
源
を
論
ず
る
と
い

う
主
張
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り
は
『
志
都
能
石
屋
』

で
説
か
れ
て
い
る
神か

み
む
す
び
の

皇
産
霊
大
神
が
創
始
し
、
大
穴
牟
遅
神
と
少
彦
名
神
が
継
承

し
た
「
皇
国
の
医
薬
方
術
」
の
復
活
と
実
現
こ
そ
が
『
志
都
能
石
屋
』『
毉
宗
仲

景
考
』
の
両
書
で
最
も
主
張
し
た
か
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
主
張
の
前

提
と
し
て
、
神
医
道
の
伝
播
し
た
唐
土
で
、
医
薬
が
神
仙
の
伝
え
た
も
の
だ
と
い

う
論
拠
を
得
て
お
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

�　
『
志
都
能
石
屋
講
本
』
に
よ
る
と
、
こ
の
我
が
神
医
道
の
創
始
と
展
開
変
遷
は

次
の
よ
う
だ
と
い
う
。

　
　�

さ
て
医
藥
の
道
は
、
神か

み
む
す
び
の

皇
産
靈
大
神
よ
り
初
ま
り
大
穴
牟
遅
少
彦
名
神
の
御
受

継
な
さ
れ
、
な
ほ
広
く
御
撰
み
有
て
、
此
御
世
よ
り
、
万
国
へ
ま
で
も
御
伝
へ

遊
ば
さ
れ
た
る
こ
と
ゝ
見
え
ま
す
る
」（『
志
都
能
石
屋
講
本
』
四
四
三
頁
下
）

我
が
国
の
医
術
は
、
神
皇
産
霊
大
神
が
創
始
し
、
大
穴
牟
遅
神
と
少
彦
名
神
が

継
承
し
た
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、そ
れ
が
諸
外
国
へ
も
伝
播
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
篤
胤
が
わ
ざ
わ
ざ
『
書
紀
』
神
代
巻

に
大
穴
牟
遅
神
と
少
彦
名
神
と
が
、「
療
病
之
法
」（
く
す
り
や
ま
ひ
の
み
ち
）
と

と
も
に
「
禁
厭
之
法
」（
ま
じ
な
ひ
の
の
り
）
を
創
始
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

篤
胤
は
、
神
仙
の
道
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
方
術
（
仙
術
）
で
あ
り
、
そ
れ
は

未
病
を
治
す
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
医
療
で
あ
り
、
そ
れ
は
已
病
を
治
す
も

の
で
あ
っ
て
、こ
の
両
者
は
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
理
解
の
根
拠
が
右
の
よ
う
な
「
療
病
之
法
」「
禁
厭
之
法
」
に
始
源

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



　12

そ
の
後
、
漢
土
の
医
薬
が
伝
来
し
て
皇
国
本
来
の
医
薬
が
衰
微
す
る
よ
う
に
な

り
、漢
土
に
医
薬
が
隆
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
現
今
は
慨
嘆
に
堪
え
な
い
と
い
う
。

�

仁
徳
天
皇
の
大
御
代
頃
よ
り
初
め
て
、
次
々
に
漢
人
ど
も
多
く
参ま

ゐ
き
た来

り
、
書
籍

ど
も
貢
奉
り
、
又
此
方
よ
り
も
彼
の
国
の
物
学
び
に
、
大
御
使
を
遣
は
さ
れ
な

ど
有
て
、
種
々
の
こ
と
、
医
薬
方
術
、
及
び
其
書
と
も
ヽ
伝
は
り
来
て
、
人
々

其
を
珍
ら
し
く
思
ふ
に
付
て
は
、
い
つ
と
な
く
皇
国
の
方
は
粗お

ろ
そ
か略

に
な
り
、（
中

略
）
人
人
次
第
に
漢か

ら
ご
こ
ろ意

に
移
り
行
て
、
終
に
は
皇
国
の
医
薬
方
術
を
ば
、
重
ん

ぜ
ざ
る
こ
と
ゝ
成
た
る
は
、
甚
以
て
慨う

れ
たく

憤
い
き
と
ほろ

し
き
こ
と
で
ご
ざ
る
。（『
志
都

能
石
屋
講
本
』
四
四
三
頁
下
）　　

と
こ
ろ
が
、「
然
る
に
近
頃
、
わ
が
古
学
の
興
り
た
る
よ
り
、
此
道
も
開
け
初

て
、
漢
方
に
依
ら
ず
医
療
を
為
す
者
も
、
か
つ
か
つ
出
来
た
る
は
、
然し

か

す
が
に

神
の
御
国
の
印
に
て
、
い
と
も
愛め

で

た
き
こ
と
で
ご
ざ
る
。」（『
志
都
能
石
屋
講
本
』

四
四
四
頁
上
）
と
い
う
。　
　

つ
ま
り
、
近
年
、
古
学
の
興
隆
と
と
も
に
、
皇
国
本
来
の
医
薬
の
道
が
再
興
し

つ
つ
あ
る
趨
勢
を
迎
え
て
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

以
上
と
同
様
の
論
旨
を
『
毉
宗
仲
景
考
』
で
も
同
工
異
曲
に
繰
り
返
し
て
述
べ

て
い
る
。
（
（
（

　�（
傷
寒
論
、
金
匱
玉
函
経
な
ど
に
載
せ
ら
れ
る
）
方
論
は
悉
く
諸
神
仙
の
所
造

を
伝
来
せ
る
物
な
り
。然
る
は
、上
に
引
き
て
論い

へ
る
、今
の
金
匱
要
略
方
論
に
、

仲
景
の
金
匱
云
々
と
有
る
稚
川
翁
の
小
序
に
、
凡ソ

此ノ

薬
石

ハ
者
、
是

レ
諸
僊
之

所
レナ

リ
造

ル
也
云
々
と
記
せ
る
を
以
て
、
諸
神
仙
の
方
論
を
集
記
せ
る
こ
と
著し

る

し
。

か
く
て
其
の
諸
仙
の
方
論
は
、
孝
先
翁
の
師
左
元
放
ま
で
、
次
々
に
伝
へ
来
つ

る
を
、
受
け
た
る
が
多
か
る
は
、
言
ふ
も
更
な
る
が
、
か
く
論い

ふ
は
、
稚
川
翁

の
内
篇
遐
覧
の
巻
に
、
其
の
師
鄭
子
よ
り
受
け
た
る
書
目
を
多
く
挙
げ
た
る
中

に
、治
百
病
経
、行
気
治
病
経
、按
摩
経
、導
引
経
、服
食
禁
忌
経
な
ど
を
初
め
、

医
経
の
口
訣
と
聞
ゆ
る
書
名
の
多
き
は
、
鄭
子
こ
れ
を
孝
先
翁
に
受
け
、
孝
先

翁
は
こ
れ
を
、
左
元
放
に
受
け
た
り
と
所お

ぼ思
ゆ
れ
ば
な
り
。
其
の
元
放
は
、
顕

界
の
師
に
こ
そ
有
れ
、
な
ほ
幽
界
に
入
り
て
、
老
子
を
始
め
、
数あ

ま
たの

神
仙
に
出

会
し
て
、道
を
問
へ
る
こ
と
通
紀
に
見
え
。（『
醫
宗
仲
景
考
』
五
三
五
頁
上
下
）

先
ず
、
医
薬
の
書
は
葛
仙
翁
な
ど
の
神
仙
が
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
篤
胤
の
称
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す
る
「
神
医
道
」
と
は
、
神
仙
の
伝
え
た
医
道
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
皇

国
本
来
の
医
薬
方
術
が
近
年
復
興
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

�

其
の
伝
ふ
る
道
の
、
我
が
大お

ほ
か
み神

の
道
よ
り
出い

で

て
精
に
入
り
、
其
の
功
業
ま
た
、

神
の
古
道
に
因
循
せ
る
が
故
に
、
此
を
取
れ
り

�

余
や
苟い

や
しく

も
神
の
古
道
を
講
明
す
る
を
以
て
自

み
づ
か
ら

任
じ
、
一
部
の
医
門
断
定
の

書
を
も
作
り
て
、
後
来
の
医
を
為
す
者
に
、
医
道
の
淵
源
を
知し

ら

し
め
ん
と
欲
す

れ
ば
、固
よ
り
然さ

る
凡
見
に
拘
は
る
事
な
し
。（『
毉
宗
仲
景
考
』
五
四
七
頁
下
）

つ
ま
り
、
大
穴
牟
遅
・
少
彦
名
の
二
神
が
起
こ
し
た
皇
国
の
神
医
道
が
漢
土
に

伝
わ
っ
て
、
神
仙
・
左
元
放
に
受
け
容
れ
ら
れ
、
鮑
玄
に
伝
授
さ
れ
、
さ
ら
に
葛

玄
に
伝
授
さ
れ
、
つ
い
に
葛
洪
へ
と
伝
え
ら
れ
た
方
論
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
葛
仙
翁
伝
』
を
始
め
と
し
て
『
五
嶽
真
形
図
』『
黄

帝
伝
記
』『
大
扶
桑
国
考
』『
赤
県
太
古
伝
』『
三
五
本
国
考
』『
天
柱
五
岳
余
論
』『
三

神
山
余
考
』
な
ど
、
道
教
な
い
し
は
神
仙
思
想
に
深
く
傾
斜
し
た
著
述
を
矢
継
ぎ

早
に
著
わ
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
合
わ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
葛
玄
は
、「
葛

仙
翁
」
と
称
し
て
崇
敬
し
て
や
ま
な
い
葛
洪
の
従
祖
で
あ
り
、
得
仙
し
た
真
人
、

つ
ま
り
神
仙
で
あ
る
。
神
仙
道
は
我
が
古
医
道
の
始
原
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
篤

胤
が
な
ぜ
葛
玄
の
名
を
持
ち
出
す
の
か
と
い
う
真
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

私
は
前
稿
「「
平
田
篤
胤
の
医
書
『
志
都
能
石
屋
講
本
』
に
つ
い
て
」
の
結
論

と
し
て
、
篤
胤
が
「
最
も
眼
目
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
我
が
国
の
医
薬
方
術
は
、

オ
オ
ナ
ム
チ
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
二
神
に
始
ま
る
神
医
道
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

古
方
、
後ご

せ
い世

の
医
術
の
区
別
な
く
、
医
道
が
神
仙
よ
り
発
し
て
い
る
の
だ
と
主
張

し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」と
論
じ
た
が
、実
際
、『
毉
宗
仲
景
考
』の
眼
目
も
ま
た
、

全
く
同
様
で
あ
る
こ
れ
を
再
び
強
調
し
た
い
。

註（
1
）	

谷
省
吾
『
平
田
篤
胤
の
著
述
目
録
』（
皇
學
館
大
學
出
版
部
、
一
九
七
六
）

二
十
二
頁
。

（
2
）	

渡
邊
金
造
『
平
田
篤
胤
研
究
』（
鳳
出
版
、
一
九
七
八
再
版
）
八
八
三
頁
。

（
3
）	

龍
野
一
雄
（
一
九
〇
五
～
一
九
七
六
）「
傷
寒
雑
病
論
の
成
立
―
（
大
陸

医
學
序
説
の
内
）」（
一
）（
二
）（『
漢
方
と
漢
薬
』
第
六
巻
七
号
、
八
号
、

一
九
三
九
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

服
部
敏
良
（
一
九
〇
六
～
一
九
九
二
）『
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）
第
四
節
「
平
田
篤
胤
の
医
学
」、
も
と
『
皇
學

館
論
叢
』
第
五
巻
第
四
号
、
一
九
七
二
）。　
　
　
　
　
　
　
　

	

丸
山
敏
秋
（
一
九
五
三
～
）「
平
田
篤
胤
と
医
学
―
医
道
観
と
張
仲
景
『
傷

寒
雑
病
論
』
の
認
識
―
」（『
漢
方
の
臨
床
』
第
三
十
巻
第
十
二
号
、
第

三
十
一
巻
第
一
号
合
併
号
、
一
九
八
三
）

（
4
）	
高
保
衡
・
孫
奇
・
林
億
等
進
撰
『
傷
寒
論
』（『
註
解
傷
寒
論
』
人
民
衛
生
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出
版
社
、一
九
五
六
）
所
収
の
「
傷
寒
論
序
」。
な
お
、文
中
の
「
名
医
録
」

と
は
、『
宋
史
』
芸
文
志
子
部
医
書
類
に
著
録
の
「
甘
伯
宗
歴
代
名
医
録

七
巻
」、
あ
る
い
は
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
丙
部
医
術
類
に
著
録
の
「
甘
伯

宗
名
医
伝
七
巻
」
と
あ
る
の
に
相
当
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
逸

書
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
）	

小
曾
戸
洋
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
）

（
6
）	

郭
靄
春
・
張
海
玲
編
著
『
傷
寒
論
校
注
語
訳
』（
天
津
科
学
技
術
出
版
社
、

一
九
九
六
）
二
頁
に
「
向
余
、
孫
注
：《
広
雅
・
釋
詁
四
》
余
、
盈
也
。」

と
注
し
て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
。
孫
と
は
孫
世
揚
『
傷
寒
論
字
詁
』
を

指
す
。

（
7
）	

『
叢
桂
偶
記
』
は
今
、『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
第
十
八
巻
所
収
、（
名

著
出
版
、
一
九
七
九
）、『
医
籍
考
』
は
今
は
中
国
人
民
衛
生
出
版
社
か
ら

『
中
国
医
籍
考
』
と
改
題
さ
れ
索
引
を
附
し
た
も
の
が
、
一
九
五
六
年
以

来
版
を
重
ね
て
い
る
。『
嗚
呼
矣
草
』
は
、『
随
筆
文
学
選
集
』（
書
斎
社
、

一
九
二
七
）
第
二
巻
所
収
。

（
8
）	

以
下
の
論
述
は
、
吉
田
麻
子
『
知
の
共
鳴　

平
田
篤
胤
を
め
ぐ
る
書
物
の

社
会
史
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
）
第
一
部
第
二
章　
「
越
後
の
平
田

国
学
―
平
田
銕
胤
の
越
後
巡
遊
と
『
医
宗
仲
景
考
』」
か
ら
多
く
の
示
唆

を
得
た
。


